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朝
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⑳

今

浜

通

隆

（
上
の
9
）
 
同
前
。

左
近
吾

 
 
 
※

春
多
二
資
貯
一
足
二
相
尋
一
、
非
二
軍
花
飛
一
也
鳥
吟
。

 
 
※
※

裁
レ
錦
惜
将
二
風
紫
色
一
、
貫
レ
珠
街
得
二
月
前
音
一
。

 
※

林
勝
二
芋
土
三
千
戸
「
、
谷
咲
二
華
山
一
万
金
「
。

※
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
※

軟
語
関
々
頻
報
慮
、
拾
・
墨
筆
阯
二
悪
童
心
一
。

〔
訓
読
〕
同
前
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左
近
吾

 
春
は
資
貯
多
く
し
，
て
相
尋
ぬ
る
に
足
り
、
菅
（
た
だ
）
に
花
飛
ぶ
の
み
に
非

（
あ
ら
）
ず
也
（
ま
た
）
鳥
吟
ず
。
錦
を
裁
（
た
）
ち
惜
し
む
に
風
底
の
色
を

将
（
も
つ
）
て
し
、
珠
を
貫
（
つ
ら
）
ね
街
（
ふ
く
）
む
に
月
前
の
音
を
得
た

り
。
林
は
茅
土
の
三
千
戸
に
勝
（
ま
さ
）
り
、
谷
は
華
山
の
一
万
金
を
咲
（
わ

ら
）
ふ
。
温
語
の
関
々
ど
し
て
頻
'
（
し
き
り
）
に
報
ず
る
の
虎
（
と
こ
ろ
）
、

繭
（
は
な
）
を
拾
は
ん
と
し
て
還
（
か
へ
）
っ
て
不
廉
（
ふ
れ
ん
）
の
心
を

耽
（
は
）
づ
。

〔
通
釈
〕
前
に
同
じ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左
衛
門
督
（
藤
原
公
任
）

 
春
に
は
尋
ね
回
っ
て
見
聞
き
す
べ
き
財
宝
は
多
い
が
、
な
か
ん
ず
く
、
花
は

乱
れ
散
っ
・
て
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
そ
の
上
、
鳥
は
さ
え
ず
り
歌
っ
て
人
々

の
耳
を
喜
ば
せ
ず
に
は
お
か
な
い
（
花
と
鳥
こ
そ
、
春
の
財
宝
中
の
財
宝
と
言

え
よ
う
。
）
。
そ
れ
故
に
、
 
（
主
人
で
あ
る
道
長
は
）
国
の
政
事
に
た
ず
さ
わ
り

な
が
ら
も
、
そ
の
風
に
散
る
花
の
色
を
著
し
ま
れ
、
民
の
教
化
に
つ
ど
め
な
が

ら
も
、
そ
の
月
に
歌
う
鳥
の
声
に
心
を
動
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
今
、

（
花
の
乱
れ
散
る
）
林
に
目
を
や
れ
ば
、
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
三
千
戸
を
領

す
る
封
地
を
頂
戴
す
る
よ
り
も
有
り
難
く
貴
重
な
も
の
の
よ
う
に
眺
め
ら
れ
、

（
鳥
の
さ
え
ず
り
歌
う
）
谷
に
耳
を
す
ま
せ
ば
由
そ
れ
は
v
ま
る
で
華
山
に

産
す
る
一
万
金
を
給
付
さ
れ
る
以
上
に
有
り
難
く
高
価
な
も
の
の
よ
う
に
聞
こ
．

え
て
く
る
。
し
か
し
、
し
き
り
に
さ
え
ず
る
そ
の
穏
や
か
な
鳥
の
声
に
耳
を

傾
け
、
そ
し
て
、
一
面
に
散
り
敷
い
た
花
び
ら
を
手
に
す
ぐ
い
取
ろ
う
と
す
る

時
、
ひ
と
え
に
我
が
心
の
廉
潔
な
ら
ざ
る
に
思
い
を
い
た
さ
な
い
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。

〔
校
異
〕
○
三
一
底
一
は
、
右
横
に
「
チ
ョ
」
の
音
を
付
す
。
○
惜
1
［
底
一
は
、
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右
横
に
「
ヲ
シ
ミ
」
の
傍
訓
あ
り
。
○
将
-
属
ぼ
、
右
横
下
に
「
モ
テ
リ
」

の
傍
訓
あ
り
。
○
勝
-
底
｝
は
右
下
に
「
リ
」
の
送
り
が
な
を
付
す
ゆ
○
軟

-
底
一
は
、
右
横
に
「
ナ
ン
」
の
傍
訓
あ
り
。
○
還
⊥
底
は
、
以
下
の
五
字

が
判
読
不
能
に
つ
き
、
今
、
新
一
以
下
に
依
る
。
 
O
廉
-
底
｝
は
、
右
横
に

「
レ
ン
」
の
音
を
付
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

〔
語
釈
〕

○
左
金
吾
 
左
衛
門
府
の
唐
名
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
左
近
吾
将
軍
の
略
で
、

左
衛
門
督
の
唐
名
。
藤
原
公
任
を
さ
す
。
な
お
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
藤
原

公
任
が
左
衛
門
督
で
あ
っ
た
の
は
、
長
保
三
年
（
一
〇
〇
」
）
十
月
三
日
か
ら

寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
三
月
三
日
ま
で
で
あ
る
く
「
公
卿
補
任
」
V
。
こ
の

作
文
会
が
行
な
わ
れ
た
寛
弘
三
年
三
月
二
十
四
日
当
時
、
彼
は
四
十
一
歳
、
官

位
は
中
納
言
従
二
位
で
、
左
衛
門
督
の
ほ
か
に
も
皇
太
后
宮
大
夫
を
兼
任
し
て

い
た
く
同
上
V
。

○
相
尋
 
春
の
景
色
を
尋
ね
る
こ
と
。
探
春
に
同
じ
。
例
え
ば
、
「
鳥
声
ト
人

意
ト
両
（
ふ
た
）
ツ
ナ
ガ
ラ
嬌
奢
（
け
う
し
ゃ
・
声
を
な
ま
め
か
し
く
作
り
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

華
や
か
に
衣
裳
を
着
か
ざ
る
意
。
〉
シ
、
処
々
二
相
尋
ヌ
在
々
ノ
花
。
」
〈
『
菅

家
三
宮
」
二
六
『
詩
友
会
飲
シ
テ
、
同
ジ
ク
鶯
声
威
誘
引
セ
ラ
レ
テ
帯
下
二
来

タ
ル
ヲ
賦
ス
。
」
V
と
の
用
例
あ
り
。

○
非
菅
馬
飛
野
鳥
吟
 
花
が
乱
れ
散
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
鳥
さ
え
も
さ

え
ず
り
歌
う
、
之
の
意
。
「
非
奮
」
は
「
也
」
と
結
ん
で
、
「
タ
ダ
ニ
・
…
：
ナ

ル
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
、
 
マ
タ
…
…
。
」
と
の
累
加
形
0
構
文
を
形
成
し
て
い
る
。

用
例
と
し
て
は
、
「
蛍
（
た
だ
）
二
桜
ヲ
看
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
也
（
ま
た
）
春

 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヲ
惜
シ
ム
。
」
（
不
二
聖
駕
が
桜
、
也
惜
レ
春
。
）
〈
『
菅
家
馬
草
』
巻
五
「
勅
有
リ

テ
、
上
巳
ノ
桜
下
二
御
製
ノ
詩
ヲ
視
ル
コ
ト
ヲ
賜
ヒ
、
敬
，
（
つ
う
し
）
ミ
テ
恩

旨
ヲ
謝
シ
奉
ル
。
」
V
と
い
う
一
句
を
、
そ
の
用
字
・
内
容
の
両
面
の
近
似
に

よ
り
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
「
蕾
二
数
花
盛
ブ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
。
」

 
む
 
 
 
む
 
 
ア
 
 
む
 
 
む

（
不
二
並
数
花
飛
一
。
）
〈
『
玉
台
新
詠
』
巻
八
「
世
子
ノ
春
情
二
和
シ
奉
ル
。
」

藪
固
V
と
の
近
似
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
「

○
裁
錦
 
政
事
に
た
ず
さ
わ
る
ζ
と
。
「
製
錦
」
と
も
い
い
、
治
政
を
錦
を
製

・
す
る
の
に
喩
え
る
。
「
左
伝
』
〈
「
嚢
公
三
十
一
年
」
条
V
が
出
典
。
 
（
上
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む

一
）
詩
の
第
五
句
目
に
、
「
碧
玉
ノ
簾
中
錦
ヲ
裁
ッ
ノ
妓
」
（
碧
玉
簾
中
裁
・
錦

妓
）
と
の
使
用
例
が
あ
っ
た
。
語
釈
参
照
の
こ
走
。
な
お
、
用
例
と
し
て
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

ほ
か
に
、
「
試
ミ
ニ
製
シ
テ
錦
ヲ
傷
ム
ル
ヲ
嫌
フ
」
（
試
製
…
嫌
レ
傷
レ
錦
）
〈
「
菅
 

家
後
集
」
 
「
馬
溜
一
百
韻
」
〉
と
い
う
一
句
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第

四
句
目
の
「
貫
レ
珠
」
の
対
語
。

○
惜
将
・
花
の
散
る
の
を
惜
し
む
意
。
 
「
将
」
は
、
 
「
以
」
 
（
も
っ
て
・
も
ち

ひ
て
）
と
同
訓
。
例
え
ば
、
「
肯
ヘ
テ
衰
朽
ヲ
将
（
込
っ
）
テ
残
年
ヲ
惜
シ
マ

 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

ン
ヤ
」
 
（
肯
将
二
衰
朽
一
惜
二
残
年
一
）
・
〈
韓
愈
「
左
遷
セ
ラ
レ
テ
藍
関
門
至
リ
、

姪
孫
ノ
八
三
亦
ス
。
」
V
と
の
用
例
あ
り
。
第
四
句
目
の
「
街
得
」
の
対
語
。

○
風
等
色
 
風
の
も
と
に
散
る
花
び
ら
。
「
風
雪
」
は
風
の
も
と
、
「
色
」
は

花
の
色
で
、
花
び
ら
の
意
。
そ
れ
ぞ
れ
、
第
四
句
目
の
「
月
前
」
「
音
」
 
（
鳴

き
声
）
の
対
語
と
な
っ
て
い
る
。
視
覚
と
聴
覚
の
対
比
。
と
こ
ろ
で
、
 
〈
上
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む

8
）
詩
の
第
三
句
目
に
は
「
風
前
ノ
色
」
と
あ
り
、
同
じ
く
第
四
句
目
忙
は

 
 
む

「
露
底
ノ
音
」
と
あ
っ
た
。
「
前
」
と
「
底
」
と
を
入
れ
換
え
て
い
る
だ
け
で
、

そ
の
用
字
・
内
容
の
類
似
が
月
に
つ
く
。
上
記
の
そ
れ
ぞ
れ
の
語
釈
を
参
照
の

 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
と
。
 
「
風
底
」
 
（
コ
露
底
」
）
の
用
例
と
し
て
は
、
ほ
か
に
、
 
「
間
関
タ
ル

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画
面
ハ
花
蕊
二
滑
（
な
め
ら
）
 
カ
ナ
リ
」
 
（
間
関
鶯
語
三
巴
滑
）
〈
白
居
易

コ
琵
奮
］
行
」
V
が
あ
る
。
出
典
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
「
色
」
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は
「
裁
レ
錦
」
の
縁
語
と
も
な
っ
て
い
る
。

○
貫
珠
 
第
三
句
目
の
「
裁
レ
錦
」
の
対
語
。
教
化
に
つ
と
め
る
こ
と
で
、

次
第
に
美
正
な
方
向
に
人
を
感
化
し
て
い
く
こ
と
。
道
徳
的
な
教
化
を
珠
（
た

ま
）
を
つ
ら
ぬ
き
連
ね
る
の
に
喩
え
る
。

 
出
典
は
「
礼
記
』
〈
「
楽
記
」
篇
V
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
 
「
故
二
号
ナ
ル
．

者
ハ
、
上
（
の
ぼ
）
ル
ト
キ
ハ
抗
（
あ
が
）
ル
が
如
ク
、
下
ル
ト
キ
ハ
隊
（
お
）

ツ
ル
が
如
シ
。
曲
ガ
ル
ト
キ
ハ
折
ル
ル
が
如
ク
、
止
マ
ル
ト
キ
ハ
弓
木
．
（
枯
木
）

ノ
如
シ
。
侶
（
声
調
の
屈
折
の
小
さ
な
も
の
）
ハ
矩
（
曲
が
り
角
の
急
な
差
し

金
）
夏
中
（
あ
だ
）
リ
'
、
句
（
声
調
の
屈
折
の
大
き
な
も
の
）
ハ
鉤
（
曲
が
り

角
の
緩
い
か
ぎ
）
二
中
ル
。
累
々
乎
（
続
い
て
絶
え
な
い
さ
ま
）
ト
シ
テ
、
端

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

（
た
だ
）
シ
キ
コ
ト
撃
墜
ノ
如
シ
。
」
と
あ
る
。
な
お
、
「
累
々
乎
、
端
如
二
貫

む三
一
。
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
注
」
に
、
「
言
フ
コ
コ
ロ
バ
、
歌
声
ノ
著
シ
ク
、

人
心
ヲ
動
ヵ
ス
コ
ト
ノ
審
（
つ
ま
び
ら
）
カ
ナ
ル
、
此
ノ
事
有
ル
が
如
シ
。
」

と
あ
り
、
そ
の
「
疏
」
に
、
「
声
ノ
状
ノ
、
累
々
乎
ト
シ
テ
人
ヲ
感
動
セ
シ
メ
、

心
ノ
端
正
ニ
シ
テ
、
其
ノ
状
ノ
珠
ヲ
貫
ク
ガ
如
キ
ヲ
言
フ
。
声
音
ノ
人
ヲ
感
動
，

セ
シ
メ
、
人
ノ
予
想
・
形
状
ヲ
シ
テ
此
ク
ノ
如
ク
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
言
フ
②
」
と

説
明
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
説
に
よ
る
ど
、
「
珠
ヲ
貫
（
つ
ら
）
ヌ
」
と

は
、
正
し
い
音
曲
を
長
く
連
続
さ
せ
て
奏
で
、
・
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
を
感

動
さ
せ
、
そ
の
内
面
的
な
心
や
外
面
的
な
姿
を
次
第
に
よ
い
方
向
に
感
化
さ
せ

て
い
く
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
に
な
る
。
音
曲
に
よ
っ
て
人
を
感
化
さ
せ
る
の

で
あ
る
（
い
ま
、
「
貫
」
を
「
つ
ら
ヌ
」
と
訓
読
レ
た
が
、
そ
れ
は
、
「
峻
節

目
秋
霜
ヲ
貫
ヌ
」
〈
『
文
選
』
巻
一
．
一
十
一
・
顔
延
年
「
秋
胡
ノ
詩
」
V
の
李
善

注
に
、
 
「
貫
望
薄
ホ
連
ノ
ゴ
ト
キ
ナ
リ
。
」
と
あ
る
に
よ
っ
た
）
。

 
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、
「
貫
レ
珠
」
を
第
三
句
目
の
「
裁
レ
錦
」
 
（
国
の
政
事
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藻
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に
た
ず
さ
わ
る
意
）
の
対
語
と
し
て
考
え
、
単
に
、
そ
れ
を
民
の
道
徳
的
な
教

化
に
つ
と
め
る
意
と
し
か
訳
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
貫
・
珠
」
と
い
う
詩
語

が
本
量
的
に
音
曲
と
結
び
着
い
た
言
葉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
こ
と
は
知

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
作
者
が
、
こ
の
詩
語
に
「
明
前
ノ
音
」
と

い
う
言
葉
を
わ
ざ
わ
ざ
対
応
さ
せ
て
使
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
と
も
と
、

，
「
貫
レ
珠
」
と
「
音
」
と
が
縁
語
で
あ
る
こ
と
 
（
ま
さ
し
く
、
す
で
に
述
べ
た

・
よ
う
に
、
「
裁
レ
錦
」
と
「
色
」
と
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
第
三
句
目
と

第
四
句
目
が
対
句
で
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
と
対
応
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
）

そ
の
こ
と
を
十
分
に
作
者
は
知
っ
て
い
て
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
に
表
現
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
作
者
の
技
巧
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

σ
街
得
 
心
に
深
く
感
ず
る
意
。
鳥
の
鳴
き
声
に
心
を
奪
わ
れ
る
こ
と
。
第
三
、

句
目
の
「
惜
将
」
の
対
語
。

○
月
前
野
 
月
に
照
ら
さ
れ
て
歌
う
鳥
の
声
。
 
「
音
」
は
、
鳥
の
さ
え
ず
り
鳴

ぐ
声
。
「
割
前
」
と
「
音
」
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
句
目
の
「
心
底
」
と
「
色
」

と
の
対
語
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
（
上
の
8
）
詩
の
第
三
句
目
に
は
「
風

む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

前
ノ
色
」
と
あ
り
、
同
じ
く
第
四
句
目
に
は
「
露
底
ノ
音
」
と
あ
っ
て
、
そ
の

用
字
・
内
容
の
類
似
が
目
に
つ
く
こ
と
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
。
，
，

○
林
勝
苦
土
三
千
戸
 
眼
前
に
広
が
る
花
の
乱
れ
散
る
林
を
眺
め
て
い
る
作
者

の
今
の
感
動
は
、
何
に
も
増
し
て
大
き
い
。
例
裏
ぱ
、
留
り
に
三
千
戸
を
領
す

る
封
地
を
頂
戴
し
た
と
し
よ
う
。
そ
の
時
の
感
動
、
そ
れ
と
比
べ
て
も
は
る
か

に
大
き
い
に
違
い
な
い
、
と
い
う
意
味
。
 
つ
ま
り
、
作
者
の
今
の
精
神
的
な

満
足
感
（
花
を
目
に
す
る
こ
と
に
よ
る
。
）
を
物
質
的
な
尺
度
（
封
地
三
千
戸

の
価
値
）
に
置
き
か
え
、
い
か
に
そ
れ
が
大
き
な
も
の
で
あ
る
か
を
明
示
し
よ

う
と
し
た
一
句
目
比
喩
表
現
を
使
用
し
、
精
神
的
な
価
値
を
物
質
的
な
価
値
に
・

（39）



置
き
か
え
て
具
体
化
し
て
い
る
。
花
の
乱
れ
散
る
林
の
美
し
さ
を
誇
張
し
て
い

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
勿
論
、
こ
こ
で
の
「
林
」
は
、
第
三
句
目
を
直
接
的
に
継
承
し
て
お
り
、
花

む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 

の
乱
れ
散
る
林
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
次
ぎ
の
く
上
の
一
o
V
の
大
江
工
面
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

同
題
詩
の
第
三
句
目
に
も
、
「
林
二
瓢
く
ひ
る
が
へ
V
ル
ノ
色
」
と
あ
り
。
）
。

作
者
は
、
眼
前
に
広
が
る
林
を
も
っ
ぱ
ら
視
覚
を
通
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
で

あ
る
。
第
六
句
目
の
「
谷
」
の
対
語
。
 
 
 
 
 
 
 
一

 
「
芋
土
」
は
、
こ
こ
で
は
封
地
の
こ
と
。
≒
羽
箒
」
〈
「
二
仏
」
篇
〉
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

「
蕨
（
そ
）
ノ
甲
奴
、
惟
（
こ
）
レ
土
ノ
五
色
ナ
リ
。
」
と
あ
り
、
そ
の
「
伝
」

に
は
ハ
「
王
者
ハ
五
色
ノ
土
ヲ
封
ジ
テ
社
ト
為
ス
。
諸
候
ヲ
建
ツ
ル
ニ
ハ
、
則

チ
各
（
お
の
お
の
）
其
ノ
方
ノ
土
ヲ
割
（
さ
）
キ
、
三
二
与
ヘ
テ
社
ヲ
立
華
シ
メ
、

壽
渦
（
お
こ
お
）
フ
一
心
［
土
ヲ
以
テ
シ
、
＋
且
（
つ
つ
）
ム
ニ
白
茅
ヲ
以
テ
ス
。
茅
ハ

．
其
ノ
禦
二
男
リ
、
黄
ハ
王
者
ノ
四
方
ヲ
覆
フ
ニ
取
ル
。
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

か
つ
て
天
子
が
諸
候
を
封
ず
る
時
に
は
、
青
男
白
黒
黄
の
五
色
の
土
の
申
か
ら

そ
の
封
地
の
方
角
に
あ
た
る
土
を
取
っ
て
（
青
は
東
、
赤
は
南
、
臼
は
西
、
黒

は
北
、
黄
は
中
央
。
）
そ
の
表
面
を
黄
土
で
お
お
い
、
さ
ら
に
そ
れ
を
白
色
の

茅
（
ち
が
や
）
で
つ
く
っ
た
芭
（
つ
と
）
に
包
ん
で
彼
等
に
賜
わ
っ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
、
諸
候
に
封
ず
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
封
地
そ
の
も
の
を
「
芋
土
」
と

も
い
う
の
で
あ
る
。

 
「
茅
土
」
を
封
地
の
意
で
使
用
し
て
い
る
例
と
し
て
は
、
「
画
賛
ハ
広
ク
周

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

公
ノ
庶
子
六
人
ヲ
封
ジ
テ
、
皆
無
土
ヲ
有
セ
シ
ム
。
」
〈
『
前
漢
書
』
巻
九
十

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 

九
谷
「
王
芥
」
伝
〉
、
「
椀
路
二
向
ヒ
テ
氷
ヲ
履
ミ
、
莇
土
（
窮
く
ば
う
V
は
、

芋
に
通
ず
。
）
ヲ
顧
ミ
テ
以
テ
汗
ヲ
添
フ
。
」
〈
『
本
朝
文
粋
』
巻
五
「
九
条

右
大
臣
ノ
為
二
職
封
ヲ
減
ゼ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
ノ
表
」
菅
三
品
V
な
ど
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

な
お
、
高
階
積
善
の
、
「
海
西
白
茅
ノ
秋
（
独
り
外
家
夙
夜
の
遺
老
ト
為
ル
。
」

〈
醍
醐
寺
本
『
水
言
砂
』
。
た
だ
し
、
群
書
類
従
本
『
江
三
三
」
に
は
、
「
白
茅
」

は
「
自
弟
」
に
作
る
。
け
だ
し
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。
V
と
い
う
一
句
中
に
見
え

る
「
白
茅
」
 
（
白
色
の
茅
土
と
い
う
こ
と
で
、
西
方
の
封
地
の
意
味
。
こ
こ
で

は
、
「
海
西
」
の
同
義
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
大
宰
府
の
無
く
あ
る
い

は
、
そ
れ
を
領
有
す
る
宵
宮
。
ま
た
、
そ
の
人
の
住
む
邸
宅
。
V
を
指
示
す

る
。
）
と
い
う
言
葉
も
、
そ
の
用
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
「
三
千
戸
」
は
、
こ
こ
で
は
、
第
六
句
目
の
コ
万
金
」
の
対
語
と
し
て
使

わ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
、
不
特
定
多
数
を
指
示
す
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。
「
塵
土
」

（
封
地
）
の
広
さ
を
い
う
。
ど
ん
な
に
広
い
封
地
を
頂
戴
し
よ
う
と
も
…
…
、

と
の
意
Q

 
な
お
、
「
勝
」
は
、
ま
さ
り
優
れ
る
意
。
第
六
句
目
の
「
咲
」
の
対
語
。
さ

き
の
、
 
（
上
の
6
）
詩
の
第
五
句
目
に
も
「
勝
」
字
が
同
意
義
で
使
用
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
こ
で
も
、
そ
れ
が
第
六
句
目
の
「
嘲
」
字
の
対
語
と
な
っ
て
い
・

た
。
注
目
す
る
必
要
あ
り
。

○
谷
咲
華
山
一
万
金
 
谷
間
の
方
か
ら
心
地
よ
く
聞
こ
え
て
く
る
鳥
の
さ
え
ず

り
鳴
く
声
、
そ
れ
を
耳
に
し
て
い
る
作
者
の
今
の
感
動
は
、
何
に
も
増
し
て
深

い
。
例
え
ば
、
も
し
も
華
山
に
産
す
る
一
万
金
を
給
付
さ
れ
た
と
し
よ
う
。
そ

の
時
の
感
動
、
そ
れ
と
比
べ
て
も
は
る
か
に
深
い
に
違
い
な
い
、
と
い
う
意

味
。
第
五
句
目
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
、
作
者
の
今
の
精
神
的
な
満
足
感
（
鳥
の

声
を
耳
に
す
る
こ
と
に
よ
る
。
）
を
物
質
的
な
尺
度
（
華
山
の
一
万
金
の
価
値
）

に
置
き
か
え
、
い
か
に
そ
れ
が
深
い
も
の
で
あ
る
か
を
朋
示
し
よ
う
と
し
た
一

句
。
・
比
喩
表
現
。
精
神
的
な
満
足
感
を
物
質
的
な
満
足
感
に
置
き
か
え
、
そ
の

程
度
を
具
体
的
に
説
明
し
て
お
り
、
鳥
の
さ
え
ず
り
鳴
く
谷
の
素
晴
ら
し
さ
を

μ
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強
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
勿
論
、
こ
こ
で
の
「
谷
」
は
、
第
四
句
目
を
直
接
的
に
継
承
し
て
お
り
、
鳥

 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む

の
さ
え
ず
り
鳴
く
谷
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
次
ぎ
の
く
上
の
1
0
＞
の
大
江
通

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

直
の
同
題
詩
の
第
四
句
目
に
も
、
「
谷
ヨ
リ
出
ヅ
ル
ノ
音
」
と
あ
り
。
）
。
恐

ら
く
、
こ
の
「
谷
」
と
は
、
「
木
ヲ
伐
（
き
）
ル
コ
ト
丁
々
（
た
う
た
う
・
木

を
伐
る
音
）
タ
リ
」
雷
鳴
ク
コ
．
ト
藁
葺
（
あ
う
あ
う
・
鳥
の
和
ら
ぐ
声
）
タ
リ
。

 
 
 
 

幽
谷
ヨ
リ
出
デ
テ
、
喬
木
二
三
ル
。
製
ト
シ
テ
其
レ
鳴
ク
、
其
ノ
友
ヲ
求
ム
ル

声
ア
リ
。
」
〈
『
詩
経
」
小
雅
「
伐
木
」
V
と
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
鳥

の
さ
え
ず
り
鳴
く
「
幽
谷
」
を
指
示
す
る
の
で
あ
ろ
う
（
ち
な
み
に
、
す
で
に

く
上
の
3
V
詩
の
評
説
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
行
成
詩
稿
」
中
の
同
題
詩
の
一

聯
に
、
 
「
遷
喬
」
〈
黄
鳥
が
ひ
く
い
谷
間
か
ら
高
木
に
飛
び
移
る
こ
と
。
出
典

は
、
上
記
の
『
詩
経
』
小
雅
「
伐
木
」
。
．
V
と
い
う
語
句
が
使
用
さ
れ
て
い

た
。
）
。
作
者
は
、
眼
前
に
広
が
る
谷
を
も
っ
ぱ
ら
聴
覚
を
通
し
て
と
ら
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
第
五
句
目
の
「
林
」
の
対
語
。

 
「
華
山
」
は
、
こ
こ
で
は
個
有
名
詞
（
対
語
で
あ
る
第
五
句
目
の
「
芋
土
」

が
普
通
名
詞
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
）
で
、
陳
西
黒
雲
陰
県
の
南
に
あ
る
山
の

名
。
古
来
の
名
山
で
、
五
岳
の
中
の
西
岳
（
『
爾
雅
』
〈
「
釈
．
山
」
V
に
、
「
華

山
ヲ
西
岳
ト
為
ス
。
」
と
あ
り
。
）
で
あ
る
。
一
名
を
太
華
山
と
も
い
い
、
昔

か
ら
金
石
を
産
す
る
．
こ
と
で
も
有
名
。
華
山
が
金
石
を
産
す
る
山
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
例
え
ば
、
h
西
南
ノ
美
ナ
ル
者
二
、
華
山
ノ
金
石
有
リ
。
」
〈
「
爾
雅
」
‘

「
要
地
」
V
と
か
、
「
西
南
方
ノ
美
ナ
ル
者
二
、
華
山
ノ
金
石
有
リ
。
」
〈
『
潅

南
子
」
巻
四
「
墜
引
写
」
。
な
お
、
そ
の
注
に
は
、
「
金
焼
、
美
金
ナ
リ
。
石

ハ
、
玉
ヲ
含
ム
ノ
石
ナ
リ
。
華
山
ハ
ハ
今
ノ
弘
農
ノ
華
陰
山
ノ
南
、
．
是
レ
ナ

リ
。
」
と
あ
り
。
〉
と
か
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
㈹

華
山
に
つ
い
て
は
、
さ
き
の
、
（
上
の
3
）
詩
の
序
に
も
「
華
岳
」
と
あ
っ
た
。

そ
の
語
釈
を
参
照
の
こ
と
。

 
コ
万
金
」
は
、
こ
こ
で
は
、
第
五
句
目
の
「
三
千
戸
」
の
対
語
で
、
勿
論
、

不
特
定
多
数
を
指
示
す
る
言
葉
。
華
山
に
産
す
る
黄
金
を
ど
ん
な
に
多
く
給
付

さ
れ
よ
う
と
も
…
…
、
と
の
意
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
、
「
咲
」
は
、
あ
ざ
け
り
笑
う
意
。
第
五
句
目
の
「
勝
」
の
対
語
。

「
嘲
」
字
に
同
じ
。

○
軟
語
関
々
 
「
急
心
」
は
、
お
だ
や
か
な
話
し
ぶ
り
の
言
葉
。
例
え
ば
、
「
夜

閑
（
た
け
な
は
）
 
ニ
シ
テ
軟
語
二
接
シ
、
落
月
西
金
盆
ノ
如
シ
。
」
〈
杜
甫

「
螢
僧
・
閲
丘
師
兄
二
藍
ル
」
V
と
の
用
例
あ
り
。
た
だ
し
隅
こ
こ
で
は
、
鳥

の
お
だ
や
か
な
鳴
き
声
を
指
示
し
て
い
る
。

 
「
関
々
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
鳥
の
お
だ
や
か
な
鳴
き
声
、
ま
た
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

そ
の
さ
ま
を
形
容
す
る
語
。
 
『
詩
経
』
〈
周
南
「
関
雌
」
V
に
は
、
 
「
関
関
タ

ル
三
三
ハ
、
河
ノ
洲
二
在
リ
。
」
と
あ
り
、
そ
の
伝
に
、
「
関
関
ト
ハ
、
和
声

ナ
リ
。
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
文
選
」
〈
張
衡
「
東
京
ノ
賦
」
〉
に
は
、
「
碓

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

鳩
・
麗
黄
（
う
ぐ
い
す
）
ア
リ
、
関
関
櫻
塑
（
あ
う
あ
う
）
タ
リ
。
」
と
あ
り
、

そ
の
醇
綜
の
注
に
、
．
「
関
関
製
婆
ト
ハ
、
音
声
ノ
和
グ
ヲ
謂
フ
ナ
リ
。
」
と
あ

る
。
な
お
、
 
「
関
々
」
の
用
例
と
し
て
は
、
そ
の
ほ
か
に
、
「
帳
望
ス
慈
恩
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

三
月
ノ
尽
ク
ル
ヲ
、
暖
熱
ノ
花
ハ
落
チ
テ
鳥
目
関
々
タ
リ
。
」
〈
白
居
易
「
元

員
外
ノ
三
月
三
十
日
二
慈
恩
寺
二
相
憶
（
お
も
）
ヒ
テ
寄
稿
ラ
ル
ル
ニ
酬
ユ
」
V

 
 
 
 
む
 
 
む

と
か
、
「
間
関
（
関
々
に
同
じ
。
）
タ
ル
鶯
主
帥
花
首
二
世
（
な
め
ら
）
カ
ニ
、

里
心
ス
ル
泉
流
ハ
氷
下
二
難
（
な
や
）
メ
リ
。
」
〈
同
上
「
琵
琶
行
」
V
と
か

の
詩
句
あ
り
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
と
こ
ろ
で
、
右
の
用
例
中
の
、
「
民
望
ス
慈
恩
二
一
二
月
ノ
尽
ク
ル
ヲ
、
紫
桐

（41）



ノ
着
岸
落
チ
テ
鳥
ハ
関
々
タ
リ
。
」
と
い
う
白
居
易
の
七
律
の
首
聯
は
、
わ
が

平
安
朝
の
人
々
に
も
広
く
愛
調
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
『
千
載
佳
句
』
〈
巻
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

 
「
送
春
」
。
な
お
、
第
二
句
目
は
、
「
紫
藤
ノ
花
ハ
落
チ
テ
鳥
ハ
関
々
タ
リ
。
」

に
作
る
。
〉
や
『
和
漢
朗
詠
集
』
〈
巻
上
「
藤
」
。
同
じ
く
第
二
句
目
の
「
紫

 
む
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桐
」
を
「
紫
藤
」
に
作
る
。
'
〉
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
本
朝
文
粋
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

、
〈
巻
十
一
〉
の
源
順
の
詩
序
「
三
月
尽
日
、
五
心
院
目
語
ビ
テ
、
同
ジ
ク
紫
藤

 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド
 
 
 
 
む
 
 
む

ノ
花
ハ
落
チ
テ
鳥
ハ
関
関
タ
リ
ヲ
賦
ス
。
」
に
も
、
「
時
二
紫
藤
ノ
花
ハ
院
二

満
チ
、
黄
鳥
ノ
声
ハ
窓
二
入
ル
。
紛
紛
ト
シ
テ
乱
レ
落
チ
テ
ハ
、
梢
ノ
雲
ヲ
媚

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

」
景
ノ
晴
ル
ル
ニ
飛
バ
シ
、
関
関
ト
シ
テ
和
島
鳴
キ
テ
ハ
、
箏
ノ
柱
（
こ
と
ち
）

ヲ
和
風
ノ
暁
二
調
フ
。
誠
二
花
鳥
ノ
尽
キ
ン
ト
欲
ス
ル
ヤ
、
耳
目
二
王
レ
テ
樋

 
（
な
げ
う
）
チ
難
キ
者
ナ
リ
。
是
ヲ
以
テ
吏
部
ハ
盃
ヲ
停
メ
、
唐
ノ
太
子
賓
客

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 

 
・
白
楽
天
ノ
慈
恩
寺
二
連
イ
テ
作
ル
所
ノ
、
紫
藤
ノ
花
信
落
チ
テ
鳥
ハ
関
関
タ

 
 

リ
ノ
句
ヲ
詠
ジ
テ
、
即
チ
座
客
再
演
ジ
、
各
（
お
の
お
の
）
其
ノ
心
ヲ
賦
セ
シ

・
ム
。
」
と
あ
る
。
と
り
わ
け
、
そ
の
白
居
易
の
七
律
の
首
聯
の
第
二
句
目
「
紫

 
む

桐
花
落
鳥
関
々
」
は
、
当
時
の
作
文
会
の
詩
題
に
選
ば
れ
る
ほ
ど
に
一
般
的
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
っ
た
ら
し
い
（
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
、
「
適
適
」
を
「
紫
藤
」
に
作
っ
て
い

る
。
・
ま
た
、
柿
村
重
松
の
『
註
釈
」
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
確
か
に
源
順

は
、
こ
の
一
句
を
、
白
居
易
が
慈
恩
寺
に
お
い
て
作
っ
た
も
の
と
誤
解
し
て
い

る
く
こ
の
詩
は
、
白
居
易
が
江
州
の
司
馬
に
左
遷
さ
れ
て
彼
の
地
に
あ
っ
た
時

の
作
品
と
さ
れ
巻
。
V
。
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
）
。

 
恐
ら
く
、
こ
の
（
上
の
9
）
詩
の
第
七
句
目
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
関
々
」

と
い
う
詩
語
も
、
そ
の
白
居
易
の
七
律
の
首
聯
か
ら
よ
り
直
接
的
に
影
響
を
受

 
け
て
い
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

○
拾
繭
還
耽
不
廉
心
 
「
蕗
（
は
）
」
は
、
花
繭
の
こ
と
で
、
は
な
・
は
な
び

ら
の
意
。
「
還
」
は
、
か
え
り
み
る
・
ふ
り
か
え
る
意
。
我
が
至
愚
反
省
す
漏

こ
と
。
 
「
阯
」
は
、
恥
の
俗
字
。
 
「
不
廉
心
」
は
、
心
が
廉
潔
で
な
い
こ
と
。

 
乱
れ
散
る
花
の
色
に
よ
っ
て
h
目
」
を
楽
し
ま
せ
、
さ
え
ず
り
歌
う
鳥
の
声

に
よ
っ
て
「
耳
」
を
喜
ば
せ
て
い
た
作
者
は
、
ふ
と
我
に
帰
ら
ず
に
は
い
ら
れ

な
く
な
る
。
美
色
を
観
て
「
目
」
を
楽
し
ま
せ
、
美
声
を
聴
い
て
「
耳
」
を
喜

ば
せ
で
い
る
現
在
の
自
分
の
「
心
」
は
、
そ
れ
で
は
、
は
た
し
て
ど
う
な
の

か
。
十
分
に
廉
潔
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
 
「
心
」
が
廉
潔
で
な
け
れ
ば
、
周
囲

に
ど
れ
ほ
ど
美
色
や
美
声
が
存
在
し
よ
う
と
も
、
「
目
」
や
「
耳
」
は
十
全
に

そ
れ
を
楽
し
み
喜
ぶ
乙
と
が
で
き
な
い
は
ず
だ
、
と
。

 
第
七
句
目
に
お
い
て
、
お
だ
や
か
で
美
し
い
鳥
の
さ
え
ず
り
歌
う
声
が
今
し

き
り
に
聞
こ
え
て
く
る
、
と
作
者
は
言
っ
て
い
た
。
現
在
進
行
形
。
そ
れ
に
対

し
て
、
第
八
句
目
に
「
繭
ヲ
拾
フ
」
と
あ
る
。
作
者
は
、
今
、
あ
る
い
は
庭
園

を
散
策
し
て
い
渇
の
で
あ
ろ
う
か
。
乱
舞
す
る
落
花
の
美
し
ざ
蛇
目
を
楽
し
ま

せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
面
一
杯
に
散
り
敷
い
た
花
び
ら
に
も
、
作
者
は
目
を

奪
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
美
し
い
色
に
感
動
し
、
そ
の
は
か

な
い
命
を
愛
惜
し
て
、
思
わ
ず
、
そ
の
花
び
ら
を
拾
い
あ
げ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
こ
れ
も
現
在
進
行
形
。

 
作
者
は
、
そ
れ
ま
で
、
聴
覚
を
通
し
て
の
美
的
興
奮
と
、
視
覚
を
通
し
て
の
美

的
感
動
、
に
酔
い
し
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
突
然
、
一
抹
の
不
安
に
駆
ら
れ
て

し
ま
う
。
，
そ
の
、
乱
れ
散
る
花
の
色
と
さ
え
ず
り
歌
う
鳥
の
声
が
あ
ま
り
に
美

し
い
た
め
に
か
え
っ
て
作
者
を
し
て
理
性
の
世
界
に
再
び
も
ど
ら
し
め
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
い
や
、
待
て
よ
。
こ
の
今
の
自
分
の
「
目
」
に
み
え
「
耳
」
に

き
こ
え
る
美
色
と
美
声
と
は
、
果
た
し
て
本
物
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
当
は
、
も
っ

と
も
っ
と
美
し
く
、
よ
り
強
烈
な
興
奮
と
感
動
と
を
引
き
起
こ
す
べ
き
も
の
な
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の
で
は
な
い
の
か
。
こ
の
今
の
自
分
の
興
奮
と
感
動
と
は
、
も
し
か
す
る
と
Y
本

物
に
よ
る
そ
れ
ら
に
比
べ
た
ら
、
ま
っ
た
く
取
る
に
足
り
な
い
ほ
ど
に
に
小
さ

な
も
の
で
は
な
い
か
。
い
や
、
き
っ
と
そ
う
に
違
い
な
い
。
で
は
、
そ
れ
は
何
故

な
の
か
。
 
「
目
」
と
「
耳
」
は
、
そ
の
人
の
「
心
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、

そ
の
影
響
を
必
ず
受
け
る
と
い
う
。
 
「
心
」
が
「
目
」
・
と
「
耳
」
を
支
配
し
て

い
る
の
だ
と
い
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
、
こ
の
美
し
い
環
境
に
身
を
置

い
て
い
る
自
分
の
「
心
」
は
十
分
目
廉
潔
な
の
か
。
廉
潔
で
は
な
い
の
で
は
な

い
か
。
 
「
心
」
が
十
分
に
廉
潔
で
な
け
れ
ば
、
「
目
」
と
「
耳
」
が
周
囲
の
美

し
さ
を
映
し
伝
え
る
は
ず
が
な
い
で
は
な
い
か
。
こ
の
今
の
自
分
の
興
奮
と
感

動
と
が
よ
り
小
さ
い
の
は
、
自
分
の
「
心
」
が
十
分
に
廉
潔
で
は
な
い
か
ら
な
．

の
だ
。
あ
あ
、
我
が
心
の
不
意
を
恥
じ
い
る
ば
か
り
だ
、
と
。

 
以
上
が
作
者
の
突
然
の
不
安
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
作
者
が
こ

こ
・
で
「
目
」
・
「
耳
」
と
「
心
」
と
を
特
別
に
問
題
に
b
て
い
る
こ
と
に
注
目

す
る
必
要
が
あ
る
。
 
「
目
」
・
「
耳
ト
と
「
心
」
と
が
よ
り
密
接
な
関
係
に
あ

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
「
夫
レ
耳
目
肝
心
ノ
枢
機
ナ
ゾ
。
故

二
必
ズ
和
ヲ
聴
キ
テ
正
ヲ
視
ル
。
」
〈
『
国
語
』
「
昔
語
」
下
V
と
い
う
言
葉

も
あ
る
よ
う
に
（
そ
の
章
昭
の
注
に
は
へ
 
「
枢
機
ハ
発
動
ナ
リ
。
一
二
欲
ス
ル

所
有
レ
バ
、
耳
目
ハ
之
が
為
二
発
動
ス
。
」
と
あ
る
。
）
、
す
で
に
早
く
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
た
。
 
「
耳
目
」
は
「
心
」
を
導
く
た
め
の
か
な
め
の
機
関
で
あ

る
、
と
。
た
だ
し
、
 
「
耳
目
」
と
「
心
」
と
の
相
互
の
関
係
に
お
い
て
は
、
こ

こ
で
は
、
章
昭
が
注
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
ず
「
心
」
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら

「
耳
目
」
が
あ
る
（
「
心
」
が
主
で
、
 
「
耳
目
」
は
従
）
、
つ
ま
り
、
「
心
」
か

ら
「
耳
目
」
へ
、
と
い
う
一
方
通
行
の
伝
達
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
 
（
逆

の
、
「
耳
目
」
か
ら
「
心
」
へ
、
と
い
う
伝
達
手
段
は
、
こ
こ
に
は
な
い
の
で

 
『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
σ
o

あ
る
。
）
。
こ
の
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。

 
「
耳
目
」
と
「
心
」
と
は
よ
り
密
接
な
関
係
に
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
必
ず

「
心
」
が
主
で
「
耳
目
」
は
従
で
あ
る
、
と
す
る
発
想
は
、
例
え
ば
、
『
五
畜

春
秋
』
〈
「
適
音
」
篇
V
の
次
の
一
文
に
も
は
っ
き
り
見
え
る
。

 
「
耳
ノ
情
ハ
声
ヲ
欲
ス
ル
モ
、
三
楽
シ
マ
ザ
レ
バ
、
五
音
前
点
在
ル
モ
聴
カ

 
ズ
。
目
ノ
情
ハ
色
ヲ
欲
ス
ル
モ
、
心
置
シ
マ
ザ
レ
バ
、
五
色
前
二
在
ル
モ
視

 
ズ
。
 
（
中
略
）
之
ヲ
欲
ス
ル
者
ハ
、
耳
目
鼻
［
［
ナ
リ
。
之
ヲ
楽
シ
ミ
楽
シ
マ

 
ザ
ル
薄
藍
、
心
ナ
リ
。
心
必
ズ
和
平
ニ
シ
テ
、
然
ル
五
二
楽
シ
ム
。
心
必
ズ

 
楽
シ
ミ
テ
、
然
ル
後
心
耳
目
鼻
ロ
ハ
以
テ
之
ヲ
欲
ス
ル
有
り
。
」

 
「
耳
」
は
美
音
を
聴
い
て
喜
ぼ
う
と
し
、
 
「
目
」
は
美
色
を
観
て
楽
し
も
う

と
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
の
「
心
」
が
楽
し
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
 
「
耳
目
」

は
本
当
に
喜
び
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
な
の
だ
。
 
「
心
」
が
楽
し
む
と

は
、
 
「
心
」
が
い
つ
も
平
和
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
「
心
」
が
平

和
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
「
耳
」
は
美
音
を
聴
い
て
真
に
喜
び
、
も
目
」
は
美

色
を
観
て
真
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、

必
ず
「
心
」
が
主
で
「
耳
目
」
が
従
で
あ
る
、
と
す
る
発
想
が
は
っ
き
り
と
認

め
ら
れ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
「
耳
目
」
を
真
に
喜
び
楽
し
ま
せ
る
に
は
、
必
ず
「
心
」
が
平

和
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
っ
た
が
、
『
呂
氏
春
秋
』
〈
H
適
音
」
篇
V
の

さ
き
の
一
文
で
は
、
そ
の
後
に
、
「
故
二
楽
（
が
く
・
礼
楽
の
意
）
ノ
務
メ
ハ
、

心
ヲ
和
グ
ル
ニ
在
リ
。
心
ヲ
和
グ
ル
ハ
適
（
上
国
の
注
に
は
、
〈
適
ハ
中
適
ナ

リ
。
V
と
あ
り
。
）
ヲ
行
フ
ニ
在
リ
。
（
中
略
）
故
二
心
ヲ
適
ニ
ス
ル
ノ
務
メ
ハ
、

無
理
（
国
訳
漢
文
大
成
本
の
注
に
は
、
〈
勝
理
は
理
勝
つ
也
。
V
と
あ
り
。
）

混
在
リ
。
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
，
「
心
」
が
平
和
で
あ
る
た
め
に
は
、
「
中
適
」

ψ
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．
（
中
庸
を
得
て
正
し
い
さ
ま
。
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
庸
を
得
て
正
し

く
あ
る
た
め
に
は
、
道
理
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
の
で
あ
る
、
と
。

と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
言
え
ば
、
 
「
心
」
に
道
理
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
「
心
」

の
平
和
も
あ
り
え
ず
、
そ
れ
故
に
、
「
耳
目
」
を
真
に
喜
び
楽
し
ま
せ
る
こ
と

が
で
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
何
よ
り
も
、
「
心
」
に
道
理
が

心
要
な
の
で
あ
る
。

 
な
お
、
美
音
を
聴
い
て
「
耳
」
を
真
に
喜
ば
せ
、
美
色
を
観
て
「
目
」
を
真
に

楽
し
ま
せ
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
「
心
」
に
道
理
が
必
要
で
あ
る
、
と
『
呂

氏
春
秋
」
〈
「
適
音
」
篇
〉
で
は
言
っ
て
い
る
が
、
 
「
心
」
に
道
理
が
必
要
な

こ
と
は
、
ほ
か
に
「
任
数
」
篇
な
ど
で
も
言
及
し
て
お
り
、
 
「
凡
ソ
耳
ノ
聞
ク

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む

ヤ
、
静
二
籍
（
よ
）
、
リ
、
目
ノ
見
ル
ヤ
、
昭
二
籍
リ
、
心
ノ
知
ル
ヤ
、
理
二
三

加
。
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
 
「
耳
」
に
は
静
寂
で
あ
る
こ
と
、

「
目
」
に
は
明
瞭
で
あ
る
こ
と
が
必
要
な
よ
う
に
、
 
「
心
」
に
は
道
理
が
心
要

な
の
で
あ
る
、
と
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
「
道
理
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

「
心
」
の
状
態
を
言
う
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
 
「
凡
ソ
応
ズ
ル
ノ

爆
撃
、
清
浄
公
素
目
シ
テ
、
始
卒
ヲ
正
ス
。
」
〈
同
上
V
と
言
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
 
「
心
」
に
必
要
愈
道
理
と
は
、
一
つ
忙
、
 
「
清
静
．
潔
浄
．
公

正
・
素
撲
」
 
（
国
訳
漢
文
大
成
本
の
注
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
「
心
」
が
「
清
浄
公
案
」
で
あ
る
こ
と
を
道
理
と
い
い
、
そ
れ
が
「
心
」
に

は
必
要
な
の
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
美
音
を
聴
い
て
「
耳
」
を

真
に
喜
ば
せ
、
美
色
を
観
て
「
目
」
を
真
に
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
は
、
「
心
」

が
必
ず
「
清
浄
食
素
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
、
こ
の

公
任
の
詩
の
第
八
句
目
で
言
っ
て
い
る
「
不
出
ノ
心
ヲ
恥
ズ
。
」
と
は
、
十
分

に
「
清
浄
公
素
」
で
は
な
い
我
が
心
に
不
安
を
感
じ
、
そ
れ
に
恥
じ
入
っ
て
い

る
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
。

 
勿
論
、
こ
の
「
不
廉
ノ
心
ヲ
耽
ズ
。
」
と
い
う
詩
句
は
、
こ
こ
で
は
、
詩
的
表

現
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
周
囲
の
、
作
者
を
と
り
ま
く
「
色
」
と

「
音
」
と
の
美
し
さ
を
よ
り
強
調
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ

あ
、
な
ん
と
い
う
美
し
さ
で
あ
ろ
う
。
我
が
「
「
心
」
を
不
安
に
お
と
し
い
れ
、

恥
じ
入
ら
せ
ず
に
は
お
か
な
い
ほ
ど
の
美
し
さ
だ
。
と
う
て
い
我
が
「
差
響
ノ

心
」
な
ど
で
は
正
し
く
対
応
し
き
れ
な
い
、
と
作
者
は
周
囲
の
美
し
さ
を
強
調

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
美
し
さ
を
「
目
」
と
「
耳
」
で
と
ら
え
、
そ
れ
で
．
．

も
足
り
ず
に
、
「
心
」
の
問
題
に
ま
で
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
極

め
て
技
巧
的
な
一
句
と
言
え
よ
う
。

・
〔
作
者
〕
藤
原
公
任
（
き
ん
と
う
・
康
保
三
年
八
九
六
六
＞
1
長
久
二
年
く
一

〇
四
一
V
。
七
十
六
歳
）
は
、
小
野
宮
実
頼
の
孫
で
、
関
白
の
廉
義
公
頼
忠
の

第
一
男
。
官
位
は
、
権
大
納
言
（
按
察
使
を
兼
任
）
正
二
位
に
至
る
。
一
条
朝

の
四
納
言
の
一
人
で
、
世
に
四
条
大
納
言
と
称
さ
れ
る
。

 
「
才
人
・
和
漢
博
覧
」
〈
『
尊
卑
分
脈
』
〉
と
さ
れ
、
「
和
漢
才
人
・
博
覧

抜
群
」
〈
書
陵
部
蔵
本
「
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
』
頭
書
V
と
言
わ
れ
る
藤
原

公
任
は
、
和
漢
兼
作
の
才
人
と
し
て
、
確
か
に
当
代
一
流
の
文
化
人
で
あ
っ
た
。
．

そ
の
才
能
は
多
方
面
に
及
ん
だ
ら
し
く
、
例
え
ば
、
 
「
四
条
の
大
納
言
 
（
公

任
）
・
の
か
く
何
事
も
す
ぐ
れ
、
、
め
で
た
く
お
は
し
ま
す
を
、
大
入
道
殿
 
（
三

家
）
、
い
か
で
か
か
か
ら
む
。
う
ら
や
ま
し
く
も
あ
る
か
な
。
わ
が
子
ど
も
の
、

影
だ
に
踏
む
べ
く
も
あ
ら
ぬ
こ
そ
口
惜
し
け
れ
、
と
申
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
…

…
。
」
〈
『
大
鏡
』
「
道
長
」
伝
V
と
か
、
「
大
殿
（
道
長
）
も
、
い
と
目
安

き
わ
ざ
な
め
り
。
か
の
大
納
言
（
公
任
）
は
、
い
と
恥
し
う
も
の
し
給
ふ
人
な

り
。
思
ひ
の
ま
ま
に
振
舞
ひ
て
は
、
い
と
ほ
し
か
ら
ん
、
な
ど
、
常
に
諌
め
き
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こ
え
さ
せ
給
ふ
べ
し
。
」
〈
『
栄
花
物
語
」
型
押
「
ひ
か
げ
の
か
づ
ら
」
〉
と

か
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
兼
家
を
し
て
悔
し
が
ら
せ
、
道
長
を
し
て
一
目

置
か
せ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
り
わ
け
、
『
和
漢
朗
詠
集
」
の

．
撰
者
で
毛
あ
る
公
任
は
、
和
漢
兼
作
の
文
人
と
し
て
、
和
歌
だ
け
で
は
な
く
漢
・

詩
の
実
作
の
面
に
お
い
て
も
す
ぐ
れ
た
才
能
を
発
揮
し
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う

に
、
当
時
の
漢
文
学
壇
を
リ
ー
ド
し
た
の
で
あ
る
。

 
歌
人
と
し
て
の
公
任
に
は
、
「
や
が
で
后
・
女
御
の
一
つ
腹
の
男
君
、
た
だ
い

ま
の
按
察
大
納
言
公
任
卿
と
申
す
。
小
野
宮
（
実
頼
）
の
御
平
な
れ
ば
に
や
、

和
歌
の
道
す
ぐ
れ
た
ま
へ
り
。
世
に
は
つ
か
し
く
心
に
く
き
覚
え
お
は
す
。
」

〈
『
大
鏡
」
「
頼
忠
」
伝
V
や
、
「
送
出
の
心
を
詠
ま
せ
給
ふ
に
、
四
条
大
納

言
の
御
歌
の
、
中
に
世
に
伝
は
り
興
を
留
め
た
り
…
…
こ
れ
を
集
ま
り
て
諦
じ

給
ふ
も
、
げ
に
と
聞
こ
え
た
り
。
」
〈
『
栄
華
物
語
』
巻
十
五
「
う
た
が
ひ
」
〉

や
、
 
「
か
の
と
も
が
ら
が
後
は
、
た
だ
公
任
卿
一
人
天
下
無
双
、
万
人
是
に
お

も
む
く
。
…
…
公
任
卿
、
無
二
無
三
の
人
に
て
あ
る
ば
か
り
な
り
。
…
…
公
任

卿
は
寛
和
（
九
八
五
i
九
八
六
）
の
比
（
こ
ろ
）
よ
り
、
天
下
無
双
の
歌
人
と

し
て
、
す
で
に
二
百
余
歳
を
へ
た
り
、
在
世
の
碧
い
ふ
に
お
よ
ぼ
ず
、
戸
戸
・

俊
頼
低
下
、
近
く
も
俊
成
が
存
生
ま
で
は
、
空
の
日
月
の
如
く
あ
ふ
ぐ
。
〈
『
八

雲
御
抄
」
V
な
ど
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
に
多

く
、
そ
の
当
時
の
、
あ
る
い
は
後
世
の
歌
壇
に
お
け
る
彼
の
重
鎮
ぶ
り
を
容
易

に
想
像
さ
せ
て
く
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
も
う
一
方
の
、
'
漢
詩
人
と
し
て
の
公
任
．

像
を
伝
え
て
く
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
案
外
に
少
な
い
の
で
あ
る
。
当
時
の
、
あ

 
る
い
は
後
世
の
歌
壇
に
お
い
て
「
空
の
日
月
の
如
く
あ
ふ
が
」
れ
た
公
任
は
、

当
時
の
、
あ
る
い
に
、
後
世
の
漢
文
学
壇
に
お
い
て
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ

う
な
存
在
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

『
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
㈹

か
。
以
下
に
、
そ
の
少
な
い
資
料
を
手
が
か
り
に
し
て
、
漢
詩
人
と
し
て
の
公

任
の
実
像
を
さ
ぐ
っ
て
い
こ
う
と
思
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 

 
上
記
の
『
八
雲
御
津
」
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、
「
公
任
卿
は
寛
和
の
比
よ

り
、
天
下
無
双
の
歌
人
と
て
、
…
…
」
と
あ
り
、
花
山
天
皇
の
寛
和
年
間
の
頃

か
ら
、
歌
人
と
し
て
、
公
任
は
世
間
に
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
っ

て
い
る
。
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
と
言
え
ば
公
任
は
二
十
歳
、
年
少
で
あ
り
な

が
ら
、
確
か
に
寛
和
歌
壇
の
一
員
と
し
て
彼
は
活
躍
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
寛

和
元
年
八
月
十
日
の
内
裏
歌
合
 
（
花
山
天
皇
主
催
）
に
は
、
右
方
の
歌
人
と

し
て
、
左
方
の
歌
人
で
あ
っ
た
花
山
天
皇
と
も
二
番
ま
で
も
歌
を
つ
が
え
て
い

る
。
ま
た
、
翌
寛
和
二
年
六
月
十
日
の
内
裏
歌
合
（
同
上
）
に
も
、
左
の
講
師

と
右
方
の
歌
人
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
さ
き
の
『
八
雲

御
抄
」
中
の
一
句
は
、
こ
う
し
た
寛
和
年
間
に
お
け
る
歌
壇
で
の
公
任
の
活
躍

ぶ
り
を
指
示
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

 
歌
人
と
し
て
の
公
任
の
名
声
が
す
で
に
寛
和
年
間
の
頃
に
確
立
し
て
い
た
と

す
る
と
、
漢
詩
人
ど
し
て
の
彼
の
名
声
の
方
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
、
そ
れ
を
伝
え
る
と
思
わ
れ
る
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

 
○
円
融
院
ノ
大
井
河
且
且
ノ
時
、
御
舟
ヲ
御
シ
テ
都
那
瀬
（
と
な
せ
・
地
名
）

 
二
到
リ
給
ヒ
、
管
絃
・
詩
歌
、
各
其
ノ
舟
ヲ
異
ニ
ス
。
公
任
が
三
舟
二
乗
ル

 
ノ
度
（
と
き
）
ナ
リ
。
先
ヅ
和
歌
ノ
船
二
乗
ル
ト
、
云
々
。
 
（
後
略
）
。
〈

 
『
古
事
談
』
一
「
王
道
后
宮
」
V

 
こ
の
ニ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
円
融
院
が
大
井
河
に
御
幸
し
て
三
船
の
御
遊

を
催
し
た
時
、
公
任
に
は
そ
の
ど
れ
に
も
乗
る
資
格
が
す
で
に
あ
り
、
実
際
に

和
歌
の
船
を
は
じ
め
と
し
て
、
漢
詩
・
管
絃
の
船
に
も
次
々
に
乗
っ
た
と
い
う
。

と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
公
任
に
は
、
歌
人
と
し
て
の
名
声
に
負
け
な
い
ほ
ど
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の
、
詩
人
と
し
て
の
名
声
も
す
で
に
確
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
こ
の
、
円
融
院
の
大
井
河
御
幸
は
、
寛
和
二
年
十
月
十
日
に
行
な
わ
れ
た
ら

し
い
（
今
、
『
日
本
紀
略
』
『
扶
桑
略
記
」
に
従
う
。
他
に
日
付
け
を
十
三
日
、

あ
る
い
は
十
四
日
に
作
る
も
の
あ
り
。
）
。
『
日
本
紀
略
』
の
同
日
条
に
よ
れ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

「
円
融
法
皇
、
大
井
河
二
遊
幸
シ
、
詩
ヲ
賦
シ
歌
ヲ
詠
ズ
。
幽
題
二
云
フ
、
水
辺

／
紅
葉
ヲ
翫
（
も
て
あ
そ
）
ブ
、
ト
。
摂
政
（
兼
家
）
．
以
下
多
ク
以
テ
属
従

ス
。
」
と
あ
り
、
当
日
、
／
確
か
に
詩
が
作
ら
れ
歌
が
よ
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
題
は
と
も
に
「
翫
二
水
辺
紅
葉
己
で
あ
っ
た
。
）
。
ま
た
、
兼
家
 
（
五
十

八
歳
）
以
下
多
く
の
臣
下
が
そ
れ
に
参
加
し
た
こ
と
も
わ
か
る
。
な
お
、
-
『
続
古

事
談
』
〈
h
王
道
后
宮
」
V
に
は
、
 
「
円
融
院
大
井
川
二
御
幸
ア
リ
ケ
ル
ニ
、
「

…
…
。
其
後
御
船
ニ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、
ト
ナ
セ
 
（
戸
無
瀬
）
 
ニ
オ
ハ
シ
マ
シ

ケ
り
っ
詩
歌
・
管
絃
ヲ
ノ
ヲ
ノ
船
コ
ト
ナ
リ
、
、
野
中
納
言
保
光
卿
題
タ
テ
マ
ヅ

ル
、
翫
水
辺
紅
葉
ト
ゾ
。
詩
ノ
序
右
中
弁
資
忠
、
和
歌
ノ
序
大
膳
大
夫
時
文
ツ

カ
マ
ツ
レ
リ
。
（
後
略
）
。
」
、
と
あ
り
そ
の
題
が
源
保
光
（
『
公
卿
補
任
」
に
よ

れ
ば
、
時
に
権
中
納
言
正
三
位
）
に
よ
っ
て
献
じ
ら
れ
た
こ
と
、
詩
序
が
右
中

弁
の
藤
原
島
忠
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
和
歌
序
が
大
膳
大
夫
の
紀
時
文
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

 
こ
の
寛
和
二
年
十
月
十
日
の
盛
事
に
公
任
が
出
席
し
、
三
船
の
栄
誉
を
ほ
し

い
ま
ま
に
し
た
こ
と
は
、
『
古
事
談
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
っ
て
も
知
れ
る
が
、

春
日
神
社
所
蔵
『
細
革
」
〈
『
大
日
本
史
料
』
所
収
V
を
見
る
と
（
た
だ
b
、

そ
の
日
付
け
は
十
三
日
。
）
、
当
日
の
公
任
の
活
躍
ぶ
の
が
よ
り
具
体
的
に
わ
か

る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
に
は
、
．
「
…
…
（
公
卿
殿
上
人
ハ
）
、
皆
詩
・
歌
・
絃

ノ
要
人
等
二
心
撰
セ
ラ
レ
、
三
艘
ノ
船
二
乗
セ
ラ
ル
。
三
曲
（
三
組
）
ハ
各
道

ヲ
競
ヒ
芸
ヲ
挑
ム
。
凡
ソ
彼
レ
此
レ
ノ
能
ク
ス
ル
所
、
水
上
ノ
耳
目
ヲ
驚
カ
シ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
 
メ
、
殆
ド
前
例
ヲ
嘲
り
後
輩
ヲ
誠
（
い
ま
し
）
ム
。
其
ノ
中
二
公
任
・
相
方
ノ

 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
ロ
 
む
 
 
む
 
ロ

 
「
両
朝
臣
ハ
、
今
ノ
千
旦
二
皮
バ
レ
テ
、
三
ノ
船
ヲ
相
楽
ヌ
。
面
目
ヲ
船
中
二
施

 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
 
シ
テ
、
其
ノ
名
ヲ
累
代
二
心
ム
。
（
後
略
）
。
」
と
あ
り
、
．
当
日
の
盛
事
は
、
こ

 
 
れ
ま
で
の
前
例
に
な
い
も
の
で
あ
り
、
後
世
の
模
範
と
も
な
る
べ
き
も
の
で
あ

 
 
つ
た
と
い
う
。
公
卿
や
殿
上
人
は
各
自
が
得
意
と
す
る
分
野
の
船
に
そ
れ
ぞ
れ

 
 
分
乗
し
、
そ
の
才
芸
を
発
揮
し
て
は
岸
辺
で
見
守
る
人
々
を
感
嘆
さ
せ
ず
に
は

 
 
お
か
な
か
っ
た
が
、
な
か
ん
ず
く
、
藤
原
公
任
と
源
相
方
と
は
、
と
も
に
三
船

 
 
の
才
あ
り
、
と
当
日
の
人
々
の
等
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
詩
・
歌
・
絃
．

 
 
σ
そ
れ
ぞ
れ
の
船
に
す
べ
て
乗
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
ど
い
う
。
ま
さ
し
く
、

 
 
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
等
の
面
目
は
当
日
の
船
中
に
広
く
及
び
、
さ
ら
に
、
そ
の

 
 
名
声
は
後
世
に
ま
で
流
伝
せ
ず
に
は
お
か
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ

 
 
て
い
る
。
以
上
、
当
日
の
公
任
の
活
躍
ぶ
り
が
よ
り
具
体
的
に
描
写
さ
れ
て
い

 
 
て
面
白
い
。

 
 
 
と
こ
ろ
で
、
公
任
が
み
ず
か
ら
三
船
の
才
を
誇
示
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

 
 
が
『
大
鏡
」
〈
頼
忠
」
伝
V
に
見
え
る
。

 
 
 
〇
一
と
せ
入
道
殿
（
道
長
）
の
大
井
川
に
迫
遙
せ
さ
せ
た
ま
ひ
し
に
、
作
文

 
 
 
の
船
・
管
絃
の
船
・
和
歌
の
船
と
分
か
た
せ
た
ま
ひ
て
、
そ
の
道
に
た
へ
た

 
 
 
る
人
々
を
乗
せ
さ
せ
た
ま
ひ
し
に
、
こ
の
大
納
言
殿
（
公
任
）
の
参
り
た
ま

 
 
 
へ
る
を
、
入
道
殿
、
か
の
大
納
言
、
い
つ
れ
の
船
に
か
乗
ら
る
べ
き
、
と
の

 
 
 
た
ま
は
す
れ
ば
、
和
歌
の
船
に
乗
り
は
べ
ら
む
、
ど
の
た
ま
ひ
て
よ
み
た
ま

．
 
 
へ
る
ぞ
か
し
。

 
 
 
 
を
ぐ
ら
山
あ
ら
し
の
風
の
さ
む
け
れ
ば
も
み
ち
の
に
し
き
著
ぬ
人
ぞ
な
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
 
 
 
申
し
う
け
た
ま
へ
る
か
ひ
あ
り
て
、
あ
そ
ば
し
た
り
な
。
御
み
つ
か
ら
も

 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 

 
 
 
の
た
ま
ふ
な
る
は
、
作
文
の
に
ぞ
乗
る
べ
か
り
け
る
。
さ
て
、
か
ば
か
り
の
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む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
詩
を
．
作
り
た
ら
ま
し
か
ば
、
名
の
あ
が
ら
む
事
も
勝
り
な
ま
し
。
口
を
し
か

 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
り
け
る
わ
ざ
か
な
。
さ
て
も
、
殿
の
、
い
つ
れ
か
と
思
ふ
、
と
の
た
衷
は
せ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
し
に
な
む
、
我
な
が
ら
心
お
，
ご
り
せ
ら
れ
し
、
と
の
た
ま
ふ
な
る
。
 
一
事

 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 

．
の
す
ぐ
る
る
だ
に
あ
る
に
、
か
く
い
つ
れ
の
道
に
も
ぬ
け
出
で
た
ま
ひ
け
む

 
む
 
 
 
む
 
む
ヒ
む
 
む
 
ロ
む
 
む
 
む
 
む
 
む
 
む

 
は
、
古
も
は
べ
ら
ぬ
こ
と
な
り
。

 
た
だ
し
、
こ
ち
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、
舞
台
設
定
が
道
長
の
大
井
川
造
遙

の
時
と
す
る
だ
け
で
馬
そ
の
具
体
的
な
年
月
日
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
内
容

か
ら
判
断
す
る
と
、
そ
の
時
期
は
、
公
任
の
三
船
の
才
に
対
す
る
世
間
的
な
名

声
が
す
で
に
確
立
し
、
十
分
に
定
着
し
て
い
た
頃
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
あ
の

寛
和
二
年
の
盛
事
以
後
か
な
り
後
年
の
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
未
詳
と
い
う
ほ
か
は
な
い
（
な
お
、
こ
の
『
大
鏡
」
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
対
し
て
馬
こ
れ
は
寛
和
二
年
の
盛
事
を
土
台
に
し
た
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
で
あ
り
、
別
々
の
機
会
の
事
象
を
一
点
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

公
任
の
博
学
多
芸
を
よ
り
効
果
的
に
描
き
出
そ
う
と
し
売
も
の
だ
、
，
と
す
る
意

見
が
あ
る
く
追
徹
郎
『
王
朝
文
学
の
考
証
的
研
究
」
第
一
章
「
説
話
文
学
の
考

証
」
〉
。
）
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
公
任
は
和
歌
の
船
に
乗
っ
て
一
首
の
歌
を
詠
．

じ
て
い
る
だ
け
で
、
実
際
に
は
、
三
船
の
す
べ
て
に
は
乗
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
勿
論
（
詩
も
賦
し
て
い
な
い
が
、
た
だ
、
公
任
自
身
が
三
船
の
才
を
誇

示
し
、
と
り
わ
け
作
文
の
才
を
自
慢
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

 
確
か
に
、
公
任
は
一
面
に
お
い
て
、
「
彼
ノ
人
（
公
任
）
ハ
ユ
ユ
シ
グ
錺
慢

（
し
ょ
く
ま
ん
・
飾
慢
に
同
じ
。
・
自
惚
れ
る
意
。
な
お
、
 
『
十
訓
抄
』
〈
「
思

慮
ヲ
専
ラ
ニ
ス
可
キ
事
」
V
に
は
、
「
驕
飾
」
'
に
作
る
。
）
有
ル
ノ
人
ナ
リ
。
」

〈
『
袋
草
紙
』
上
「
雑
談
」
〉
と
、
濃
染
衛
門
に
そ
の
性
格
を
看
破
さ
れ
た
人

物
で
あ
り
、
相
当
な
自
信
家
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
彼
は
一
面
に
お
い
，

『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
㈹

て
、
・
多
弁
家
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
必
要
以
上
の
多
言
を
吐
い
た
た
め
に
し
ば
し

ば
失
態
を
演
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
長
能
の
、
 
「
卜
う
き
年
に
も
あ
る
か
な
二

十
日
あ
ま
り
九
日
と
い
ふ
に
春
め
暮
れ
ぬ
る
」
と
い
う
歌
に
対
し
て
、
公
任
が

 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

「
思
ひ
も
あ
へ
ず
」
に
「
春
は
三
十
日
や
は
あ
る
。
」
〈
『
十
訓
抄
」
「
階
上

多
言
等
ヲ
誠
ム
可
キ
事
」
V
と
口
走
り
、
そ
れ
を
聞
い
た
長
寛
が
恥
じ
て
そ
の

ま
ま
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
公
任
は
後
悔
し
き
り
で

あ
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
多
言
を
、
 
「
こ
れ
は
か
く
ほ
ど
あ
惹
べ
し
と
は
思
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 

ざ
り
け
め
ど
も
、
さ
ば
か
り
思
ひ
は
か
り
あ
る
身
に
て
、
何
と
な
く
口
か
ろ
く

む
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

難
ぜ
ら
れ
た
り
け
る
、
い
と
不
便
な
り
か
し
。
」
〈
同
上
V
と
言
っ
て
批
難
ざ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 

れ
て
い
る
。
ま
た
、
 
「
こ
の
大
納
言
殿
（
公
任
）
、
無
心
の
こ
と
一
度
そ
の
た

む
 
 
 
 
 
む
 
 
む

ま
へ
る
や
。
御
妹
の
四
条
の
宮
（
遵
子
）
の
后
に
立
ち
た
ま
ひ
て
、
初
め
て
入

内
し
た
ま
ふ
に
、
洞
院
の
ぼ
り
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
東
三
条
の
前
を
わ
た
ら
せ

た
ま
ふ
に
、
大
入
道
殿
（
墨
家
）
も
故
女
院
（
詮
子
）
も
胸
痛
く
思
し
召
し
け

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

る
に
、
按
察
大
納
言
（
公
任
）
は
后
の
御
せ
う
と
に
て
、
御
心
地
の
よ
く
思
さ

む
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む

れ
け
る
ま
ま
に
、
御
馬
を
ひ
か
へ
て
、
こ
の
女
御
は
、
．
い
っ
か
后
に
は
た
ち
た

ま
ふ
ら
む
、
と
う
ち
見
入
れ
て
の
た
ま
へ
り
け
る
を
、
殿
を
は
じ
め
た
て
ま
つ

り
て
、
そ
の
御
族
や
す
か
ら
ず
思
し
け
れ
ど
、
男
宮
お
は
し
ま
せ
ば
、
た
け
く

そ
。
飽
や
伽
ル
加
ひ
・
捨
伽
↑
鹸
伽
煮
物
却
加
伽
、
抄
跡
酌
か
勲
却
。
」
〈
『
大

鏡
』
 
「
頼
忠
」
伝
V
と
あ
る
よ
う
に
、
公
任
が
そ
の
驕
慢
の
心
か
ら
失
言
し
て

し
ま
い
、
世
間
か
ら
批
難
さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。

¶
こ
の
よ
う
に
相
当
な
自
信
家
で
あ
り
、
時
に
は
軽
率
な
多
弁
家
で
も
あ
っ
た

ら
し
い
公
任
、
そ
の
彼
の
言
葉
で
あ
啓
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
彼
自
身
が
三
船
の

才
を
誇
示
し
、
と
り
わ
け
作
文
の
才
を
自
慢
し
た
、
と
の
さ
き
の
『
大
鏡
』
中

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
内
容
に
は
、
そ
れ
な
り
に
割
引
き
し
て
見
る
必
要
性
を
認
め

（47）



な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
和
歌
に
お
い
て
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
漢
詩
人
と
し
て
も
、
例
え
ば
、
 
「
大
納
言
公

任
卿
ハ
遅
参
シ
テ
詩
ヲ
出
ダ
サ
ズ
。
太
相
承
（
道
長
）
ハ
頻
リ
ニ
以
テ
催
（
う

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

な
が
）
サ
ル
レ
バ
、
頗
ル
興
委
ノ
気
（
得
意
げ
な
様
子
）
有
り
。
慰
（
や
ぶ
さ

か
・
も
っ
た
い
ぶ
る
意
）
二
立
チ
退
キ
右
中
画
定
頼
ヲ
以
テ
書
キ
出
サ
シ
ム
。
」

〈
『
小
右
記
」
寛
仁
二
年
正
月
二
十
｝
日
条
V
と
あ
る
よ
う
に
、
公
任
は
当
代

第
一
流
の
人
物
で
あ
る
と
道
長
に
認
め
ら
れ
、
重
ん
じ
ら
れ
、
そ
し
て
そ
れ
故

に
彼
自
身
も
自
負
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
ま
た
事
実
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
、
た
と
え
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
『
大
鏡
」
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
中
に
は
、
漢
詩
人
と
し
て
の
公
任
の
、
当
時
の
彼
自
身
の
自
負
心
と
世
間

的
な
名
声
と
が
か
な
り
忠
実
に
反
映
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
も
思
え
る
の
で
あ
・
る
。

 
さ
て
、
話
を
寛
和
二
年
の
盛
事
の
こ
と
に
も
ど
そ
う
。
当
日
、
円
融
院
の
大
井

河
御
幸
に
つ
き
従
っ
た
公
任
は
、
二
十
一
歳
で
、
そ
の
官
位
は
正
四
位
下
・
左
近

権
中
将
聖
壇
与
権
守
く
『
公
卿
補
任
』
V
で
あ
っ
た
。
一
条
天
皇
の
受
禅
（
寛

和
二
年
六
月
二
十
三
日
）
に
よ
る
一
家
の
日
頃
の
不
遇
な
生
活
の
中
で
の
、
そ

の
日
の
公
任
の
晴
れ
姿
は
、
ま
さ
し
く
か
つ
て
の
彼
の
「
御
心
地
の
よ
く
思
さ

れ
け
る
」
〈
『
大
鏡
」
「
頼
忠
」
伝
・
前
出
〉
日
々
を
、
そ
れ
を
見
守
る
人
々

に
久
し
ぶ
り
に
思
い
浮
か
ば
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
改
め
て
公
任
の

三
船
の
才
に
驚
嘆
し
た
に
違
い
な
い
（
な
お
、
『
書
記
」
中
に
見
え
た
当
日
の
も

う
一
人
の
三
船
の
才
人
・
源
相
方
く
す
け
か
た
V
に
つ
い
て
は
、
『
二
十
］
代
集

才
子
伝
」
に
、
「
相
方
ナ
ル
者
ハ
、
敦
実
親
王
ノ
孫
ニ
シ
テ
、
左
大
臣
重
信
ノ
子

ナ
リ
。
正
四
最
下
・
権
左
中
弁
ト
為
り
、
仕
ヘ
テ
長
徳
二
年
二
塁
ル
。
相
方
ハ
、

む
 
む
 
む
 
む
 
む
 
 
 
び
 
む
 
む
 
む

文
筆
ヲ
弄
ビ
テ
詩
名
有
リ
、
金
吾
基
俊
ノ
朗
永
〈
『
新
撰
朗
詠
集
」
〉
二
其
ノ

詩
句
ヲ
採
プ
ル
。
拾
遺
・
後
拾
遺
ノ
両
集
二
、
各
和
歌
一
首
ヲ
載
セ
ラ
ル
。
」

と
あ
り
、
こ
ち
ら
も
、
確
か
に
歌
人
で
あ
る
と
同
時
に
詩
人
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
-
そ
れ
庵
、
詩
人
ど
し
て
、
よ
り
著
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。
）
つ
そ
の
日

の
公
任
の
晴
れ
姿
は
、
．
そ
の
彼
の
才
芸
に
お
け
る
面
目
を
当
日
の
船
中
に
広
く

及
ぼ
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
名
声
を
後
世
に
ま
で
流
伝
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
ほ

ど
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
さ
き
の
『
八
雲
御
抄
」
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、

 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

「
公
任
卿
は
寛
和
の
比
よ
り
、
天
下
無
双
の
歌
人
と
て
、
…
…
」
と
あ
っ
た
が
、

恐
ら
く
、
こ
れ
は
、
よ
り
直
接
的
に
、
こ
の
寛
和
二
年
の
盛
事
に
お
け
る
公
任

の
歌
人
と
し
て
の
活
躍
ぶ
り
を
指
示
し
て
言
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ

る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
・
公
任
の
漢
詩
人
と
し
て
の
名
声
も
、
こ
の
寛

和
二
年
の
盛
事
の
時
に
は
す
で
に
確
立
し
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
る
。
寛
和
ご
年
、
二
十
一
歳
の
公
任
に
は
、
漢
詩
人
と
し
て
の
名
声
も

す
で
に
存
在
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
寛
和
年
間
に
は
す
で
に
漢
詩
人
と
し
て
の
名
声
も
確
立
し

て
い
た
ら
し
い
公
任
で
あ
る
が
、
彼
は
、
高
岳
相
如
 
（
た
か
を
か
の
す
け
ゆ

き
）
の
も
と
で
若
年
の
頃
に
漢
詩
文
を
勉
強
し
た
ら
し
い
。

 
○
又
、
四
条
大
納
言
ナ
ル
者
ハ
、
相
如
ノ
弟
子
ナ
リ
。
侃
（
よ
り
）
テ
朗
詠

 
集
ヲ
撰
ス
ル
ノ
時
二
、
多
ク
相
如
ノ
作
ヲ
入
ル
。
所
謂
（
い
は
ゆ
る
）
、
蜀

 
茶
ハ
漸
ク
浮
花
ノ
味
ヲ
忘
ル
、
井
ビ
ニ
悪
世
往
反
ス
《
ノ
句
ハ
何
ノ
秀
発
ス

 
ル
ト
コ
五
月
祭
ル
、
ト
。
〈
醍
醐
寺
本
『
寝
言
紗
』
〉

 
こ
こ
に
「
相
如
」
と
あ
る
の
は
、
類
従
本
「
江
談
抄
」
．
に
「
高
相
如
」
と
あ
る

通
り
、
高
岳
（
丘
に
同
じ
）
相
如
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
公
任
の
漢
詩
文
の
先

生
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
相
如
と
言
え
ば
、
『
本
朝
麗
藻
」
〈
巻
下
「
饒
送
球
」
〉

の
大
江
以
言
の
「
七
言
。
暮
春
二
員
外
・
藤
納
言
（
射
撃
）
 
ノ
書
閣
二
陪
シ

（48）



テ
、
飛
州
刺
史
ノ
任
二
赴
ク
ヲ
饒
ス
。
教
二
応
ズ
ル
ノ
詩
一
首
、
丼
ビ
ニ
序
」

と
い
う
詩
序
（
『
本
朝
文
粋
」
第
九
・
詩
序
・
祖
饒
に
も
所
収
）
の
、
そ
の
文

中
に
、
「
天
徳
・
応
和
ノ
間
（
九
五
七
-
九
六
三
）
 
二
、
天
下
ノ
士
女
ノ
才

子
ヲ
語
ル
者
ハ
、
多
ク
高
俊
（
高
岳
相
如
の
学
生
時
の
字
〈
あ
ざ
な
〉
。
「
二

中
歴
』
〈
名
人
歴
V
に
、
「
学
生
字
・
高
丘
相
如
・
高
俊
」
と
あ
り
、
『
善
秀

才
宅
詩
合
」
に
も
「
右
⊥
局
俊
相
如
」
と
あ
る
。
）
・
茂
能
（
慶
滋
保
胤
の
字
．

同
上
）
ト
云
フ
。
茂
能
ハ
則
チ
早
ク
儒
業
ヲ
遂
ゲ
、
永
ク
仏
道
二
入
ル
。
高

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

俊
ハ
則
チ
今
ノ
饒
ス
ル
所
ノ
飛
州
刺
史
是
レ
ナ
リ
。
刺
史
ハ
才
ヲ
以
テ
世
二
知

む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

ラ
ル
ル
コ
ト
此
ノ
如
シ
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
村
上
朝
の
天
徳
・
応
和
年
間
に

は
大
学
寮
の
学
生
（
文
章
生
）
と
も
て
慶
滋
保
胤
と
併
称
さ
れ
る
ほ
だ
の
才
能

の
持
ち
主
で
あ
っ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
応
和
三
年
（
九
六
三
）
三
月
十
九
日

の
「
善
秀
才
宅
詩
合
」
に
も
右
方
の
保
胤
と
詩
を
つ
が
え
て
い
る
。
後
に
相
如

は
少
内
記
・
少
外
記
を
経
て
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
に
は
大
外
記
に
、
さ
ら

に
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
に
は
飛
騨
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（
さ
き
の
以
言
の

詩
序
は
こ
の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
の
詩
と
し
て
は
、
以
言
の
七
言
絶

句
一
首
の
ほ
か
に
、
伊
周
の
七
言
絶
句
一
首
が
『
本
朝
麗
藻
」
に
見
在
し
て
い

る
。
勿
論
二
十
六
歳
の
公
任
も
こ
の
送
別
の
宴
に
参
加
し
て
詩
を
賦
し
た
で
あ

ろ
う
が
、
今
に
伝
わ
ら
な
い
。
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈
一
九
八
三
・
九
・
二
〇
、
未
完
V

（49）

『
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
㈹


